
第
二
回
本
部
常
任
理
事
会
が
七
月

二
六
～
二
七
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

三
年
連
続
の
組
織
増
勢
の
中
で
開

催
さ
れ
た
六
六
回
全
国
大
会
か
ら
五

〇
日
が
経
過
し
、
全
国
各
地
で
の
大

会
決
定
の
討
議
と
、
活
動
が
報
告
・

交
流
さ
れ
、
組
織
的
に
関
係
正
常
化

以
後
の
最
高
の
峰
で
あ
る
五
八
回
大

会
現
勢
の
回
復
を
め
ざ
す
意
思
統
一

が
は
か
ら
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
大
会
以
後
の
情
勢
と

し
て
、
東
京
都
議
選
の
結
果
と
影
響
、

憲
法
改
悪
策
動
に
反
対
し
違
憲
立
法

の
廃
止
を
求
め
る
運
動
、
国
連
で
の

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
採
択
、
沖
縄

の
動
き
、
日
本
の
「
報
道
の
自
由
度
」

の
低
さ
、
中
国
の
劉
暁
波
氏
の
死
去

と
人
権
問
題
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
関
し
て
は
、
運
営
に
対
し

て
問
題
点
が
出
さ
れ
、
準
備
を
早
く

か
ら
す
る
こ
と
で
改
善
を
図
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
不
再
戦
活
動

で
は
、
紫
金
草
合
唱
団
の
取
組
み
を

通
じ
て
中
国
人
か
ら
の
共
感
が
各
地

か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
百
科
検
定
は
、
何
と
し
て
も

広
げ
て
い
く
こ
と
を
再
度
確
認
。
中

国
人
を
日
本
に
迎
え
て
取
り
組
ま
れ

て
い
る
各
地
の
友
好
交
流
活
動
を
、

本
部
と
し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、
未

着
手
の
地
方
は
、
取
組
み
の
参
考
に

し
て
い
く
こ
と
。
ま
た
、
留
学
生
と

の
交
流
を
意
識
的
に
広
げ
て
い
く
こ

と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
活
動
で
は
、
中
国
映
画
鑑
賞

を
通
じ
て
の
取
組
み
の
広
が
り
が
東

京
や
千
葉
か
ら
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

好
評
の
カ
レ
ン
ダ
ー
販
売
は
九
月
か

ら
開
始
で
き
、
昨
年
を
上
回
る
普
及

販
売
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
組
織
活

動
強
化
で
は
、
会
員
を
増
や
す
人
を

増
や
す
活
動
、
ま
た
、
支
部
の
再
建
、

新
規
結
成
で
は
、
目
標
を
明
確
に
し

た
取
組
み
が
強
調
さ
れ
、
五
八
回
大

会
現
勢
の
回
復
を
め
ざ
す
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

（
松
尾
豊
）
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府連通信
2017年８月号

七
月
十
三
日
（
木
）
前
田
兵
庫
県

連
会
長
に
引
率
さ
れ
て
江
蘇
省
溧
陽

市
燕
山
中
学
の
み
な
さ
ん
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
生
徒
七
名
、
校
長
、
教

員
、
神
戸
在
住
の
上
海
出
身
者
二
名
、

吉
林
省
出
身
の
帰
国
者

二
名
の
十
四
名
で
す
。

府
連
側
は
渡
辺
会
長
、

松
尾
理
事
長
、
他
五
名

の
常
任
理
事
が
出
迎
え

ま
し
た
。

溧
陽
市
は
上
海
と
南

京
の
中
間
に
位
置
し
、

秦
の
時
代
か
ら
の
古
都

で
す
。
燕
山
中
学
は
生

徒
数
二
八
〇
〇
人
の
マ

ン
モ
ス
校
で
す
。
弁
当
の
紅
白
の
ご

は
ん
か
ら
地
元
名
物
「
黒
米
」
の
話

題
に
な
る
こ
ろ
に
は
緊
張
も
解
け
、

和
や
か
な
雰
囲
気
で
交
流
が
始
ま
り

ま
し
た
。

日
本
人
は
み
ん
な
親
切
、
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
る
。
日
本
は
と
て
も
清

潔
、
け
ど
蒸
し
暑
さ
は
い
っ
し
ょ
。

食
べ
る
も
の
は
と
っ
て
も
お
い
し
い
。

将
来
、
中
国
と
日
本
を
繋
ぐ
架
け
橋

に
な
り
た
い
。
日
本
の
会
社
に
勤
め

る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
う
れ

し
い
感
想
が
出
さ
れ
ま
す
。

夕
食
が
終
わ
っ
て
、
「
こ
の
ま
ま

帰
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
せ
っ
か

く
だ
か
ら
大
阪
の
景
色
が
見
え
る
高

い
と
こ
ろ
は
な
い
か
？
」
と
い
う
こ

と
で
大
阪
駅
ビ
ル
屋
上
へ
案
内
し
ま

し
た
。
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
黄
昏
で
真
っ

赤
な
夕
日
が
沈
ん
で
い
き
ま
す
。
大

喜
び
で
、
あ
ち
こ
ち
で
撮
影
会
が
始

ま
り
ま
す
。
先
生
の
指
示
で
バ
レ
ー

の
達
人
の
生
徒
が
日
時
計
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
に
手
を
か
け
て

ち
ょ
っ
と
顎
を
出
し
て

ポ
ー
ズ
を
と
り
ま
す
。

革
命
現
代
京
劇
『
紅
色

娘
子
軍
』
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
子
供
た
ち
は

も
と
よ
り
付
き
添
い
の

方
た
ち
も
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
ま
っ

た
く
電
車
に
乗
る
気
配

を
見
せ
ま
せ
ん
。
大
阪

の
こ
と
を
少
し
は
知
っ
て
も
ら
え
た

で
し
ょ
う
か
？

（
石
井
勉
）

多
彩
な
活
動
で
運
動
の
発
展
を

一
〇
〇
〇
名
の
仲
間
増
や
し
を
討
議

溧
陽
市
燕
山
中
学
生
と
交
流

九
月
二
三
日(

祝)

午
後
一
時

ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー

「
八
〇
年
目
の
南
京
」

実
行
委
員
会
結
成
集
会
と

学
習
会

老いた落語家が語り継ぐ、反骨の僧侶の言葉

仏の教えの第一は「不殺生」

8/20（日）14：00～栂文化会館（泉北Ｎ/Ｔ）

9/22（金）午後・夜間の2回 ドーンセンター

（協力券1,000円は府連事務所にあります）

映画「明日へ 戦争は罪悪である」
大
阪
府
連
合
会
は
十
月
二
十
日
か

ら
二
五
日
の
六
日
間
「
西
安
・
延
安

を
巡
る
学
習
の
旅
」
の
旅
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
国
共
合
作
の
舞
台
西
安

で
は
張
学
良
公
館
や
兵
馬
俑
抗
な
ど

を
巡
り
ま
す
。

延
安
は
１
９
３
７
年
長
征
を
終
え

て
陝
西
省
の
呉
起
鎮
に
入
っ
た
毛
沢

東
の
率
い
る
中
国
共
産
党
が
こ
の
地

に
入
り
４
７
年
ま
で
本
拠
と
し
て
い

ま
し
た
。

旅
行
代
金
は
一
六
九
〇
〇
〇
円
、

募
集
人
員
二
〇
名
、
最
小
催
行
人
員

十
名
、
募
集
締
め
切
り
は
九
月
八
日

で
す
。
申
し
込
み
は
府
連
事
務
所
お

よ
び
日
中
平
和
観
光
ま
で
。

西
安
・
延
安
を
巡
る
学
習
の
旅

日中戦争開戦８０年・日中国交回復４５周年記念

10月８日（日）2時から4時半

天満橋ドーンセンター5階特別会議室

講演：紅谷章子さん

「戦地からの手紙」ー父と日中戦争ー

「講演とパネルディスカッション」



十
月
か
ら
１
０
７
期
中
国
語
講
座

が
開
講
し
ま
す
。
会
員
の
み
な
さ
ん

に
お
願
い
で
す
。
中
国
語
教
室
の
生

徒
さ
ん
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
ご

家
族
、
お
友
だ
ち
や
お
知
り
合
い
の

方
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

大
阪
府
連
の
中
国
語
教
室
は
大
阪

の
ど
真
ん
中
に
教
室
を
構
え
、
日
中

友
好
協
会
大
阪
府
連
の
豊
か
な
活
動

を
さ
さ
え
る
大
黒
柱
で
す
。
紹
介
を

し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
薄
謝
（
三

千
円
の
図
書
券
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

ク
ラ
ス
編
成
は
１
０
７
期
か
ら
初

級
Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
、
中
級
、
上
級
、
高

級
に
加
え
、
『
準
中
級
』
が
新
設
さ

れ
、
更
に
き
め
細
か
な
指
導
に
な
り

ま
す
。
「
受
講
し
よ
う
と
思
う
け
ど

自
分
の
水
準
は
ど
の
ク
ラ
ス
が
良
い

の
か
判
ら
な
い
。
」
と
い
う
方
は
実

際
の
授
業
を
見
学
で
き
ま
す
。
（
二

度
ま
で
無
料
）

初
心
者
の
方
で
「
中
国
語
っ
て
ど

ん
な
ん
か
な
？
」
と
思
わ
れ
る
方
は

一
度
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

九
月
二
五
日
（
月
）
三
〇
日
（
土
）

に
無
料
入
門
レ
ッ
ス
ン
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
石
井
勉
）
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堺
支
部
再
建
の
準
備
が
進
ん
で
い

ま
す
。
総
会
と
と
も
に
公
開
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

応
援
参
加
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

知
人
が
「
中
国
の
経
済
は
、
今
、

ど
う
な
っ
て
い
る
？
や
は
り
、
マ
ス

コ
ミ
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
厳
し
い

状
況
な
の
か
？
本
当
の
と
こ
ろ
は
？
」

と
聞
い
て
き
ま
す
。
ま
た
、
マ
ス
コ

ミ
報
道
で
「
一
帯
一
路
」
政
策
や

「
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
」
の
特
集
記
事
も
時
々

目
に
し
ま
す
。
今
回
の
講
座
は
、
中

国
経
済
の
実
際
は
ど
う
な
の
か
？
こ

の
二
つ
の
政
策
の
目
指
し
て
い
る
も

の
は
何
か
？
日
本
に
与
え
る
影
響
は
？

政
府
の
対
応
は
？
わ
れ
わ
れ
は
、
ど

う
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
？
な
ど
の
疑

問
に
応
え
、
適
格
な
資
料
を
提
供
し

ま
す
。

（
浅
田
勝
美
）

十
月
七
日
（
土
）
二
時
か
ら

堺
支
部
総
会
、
三
時
か
ら
記

念
講
演
、
講
師

山
本
恒
人

（
大
阪
経
済
大
学
名
誉
教
授
）

会
場：

千
手
院
（
南
区
美
木
多
上
）

泉
北
高
速
鉄
道
「
光
明
池
駅
」

よ
り
車
で
７
分

参
加
費

５
０
０
円

堺
支
部
公
開
講
座

中
国
の
経
済
政
策

一
帯
一
路
や
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
と
日
本
の
針
路

第１回 ９月２５日（月）10：00～11：30

第２回 ９月２５日（月）18：30～20：00

第３回 ９月３０日（土）10：00～11：30

会場：日中友好協会 中国語教室（初心者の方）

北区芝田2-3-19 東洋ビル本館 ２０５

中国語講座無料入門レッスン

「
こ
の
子
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
、

平
和
の
た
め
の
２
０
１
７
東
大
阪
せ

ん
そ
う
て
ん
」
は
実
行
委
員
会
に
日

中
友
好
協
会
東
大
阪
支
部
も
参
加
し

て
七
月
二
九
日
か
ら
三
〇
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
東
大
阪
支
部
は
第
二

七
回
東
大
阪
戦
争
展
に
五
回
目
の
参

加
で
す
。
国
内
や
戦
地
で
実
際
に
使

わ
れ
た
資
料
を
展
示
し
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
日
中
友
好
協
会
所
蔵

の
ラ
ッ
パ
が
あ
り
ま
し
た
。
「
ラ
ッ

パ
の
音
で
初
年
兵
は
朝
夕
泣
か
さ
れ

ま
し
た
」
こ
の
説
明
を
見
て
男
児

（
小
一
～
二
年
）
が
「
な
ん
で
泣
か

さ
れ
た
の
？
」
と
質
問
「
真
っ
暗
い

な
か
ま
だ
眠
い
の
に
起
こ
さ
れ
る
の

で
辛
か
っ
た
か
ら
泣
い
た
の
よ
」
展

示
物
に
疑
問
を
持
っ
た
子
供
が
い
た

こ
と
に
感
動
、
狭
窄
弾
を
見
て
戦
争

を
知
ら
な
い
年
代
か
ら

説
明
を
求
め
ら
れ
四
苦

八
苦
す
る
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。

ピ
ー
ス
ト
ー
ク
は
会

員
で
帰
国
二
世
の
下
岡

純
子
さ
ん
が
「
語
ら
な

い
父
の
思
い
」
を
講
演
、

持
参
し
た
手
記
記
念
誌

十
七
冊
は
売
り
き
れ
ま

し
た

。
戦

後

七
二

年

「
戦
争
が
な
け
れ
ば
中

国
で
の
苦
労
も
な
か
っ
た
の
に
、
生

活
も
身
も
ボ
ロ
ボ
ロ
で
帰
国
し
た
一

世
の
老
後
の
世
話
、
幸
せ
の
た
め
父

の
代
わ
り
に
裁
判
に
行
っ
た
。
戦
争

し
た
ら
あ
か
ん
、
平
和
な
生
活
し
た

い
。
戦
争
の
話
を
子
供
た
ち
に
言
え

な
い
、
涙
ボ
ロ
ボ
ロ
出
て
く
る
話
し

た
く
な
い
、
で
も
話
さ
な
い
と
わ
か

ら
な
い
で
す
よ
。
戦
争
な
か
っ
た
ら

平
和
な
日
本
で
暮
ら
せ
る
。
中
国
に

残
っ
た
子
供
た
ち
は
中
国
の
養
父
母

に
感
謝
し
て
い
る
。
一
世
の
老
後
の

生
活
を
幸
せ
に
し
て
あ
げ
た
い
」

帰
国
後
日
本
語
を
勉
強
し
、
介
護

の
仕
事
で
働
く
下
岡
純
子
さ
ん
の
お

話
は
、
今
年
の
東
大
阪
戦
争
展
を
一

層
充
実
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

写
真
は
六
月
一
五
日
号
の
日
中
友

好
新
聞
を
六
倍
に
拡
大
展
示
し
た
も

の
で
す
。
（
栗
山
俊
子
）

平
和
の
た
め
の
東
大
阪
せ
ん
そ
う
て
ん

帰
国
二
世
の
下
岡
さ
ん
が
講
演

大阪府内と関西のきりえサークル会員・愛好家・

作家の近作を展示します。（入場無料）

10月18日（水）13：00から22日（日）15：00まで

10/19～21は10：00～17：00

大阪市立住まいのミュージアム・ギャラリー（天六）

第４０回全大阪きりえ美術展

十
月
か
ら
中
国
語
講
座
開
講

訃
報
連
絡

熊

原

元

直

さ

ん

（
大
阪
府
連
理
事
、

東
大
阪
支
部
事
務
局

長
）
春
頃
よ
り
体
調

を
崩
さ
れ
七
月
に
入

院
、
八
月
二
日
死
去
、

家
族
葬
を
行
い
ま
し

た
。
謹
ん
で
お
悔
や

み
申
し
上
げ
ま
す
。


